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研究対象とした脳腫療患者は 69 症例，男 41 例，女 28 例である D いずれも心，肺，腎，肝に機能異常
を認めずその他の重篤な合併症を認めない症例である口副腎皮質機能テストに関する対照例は健康人男女
25 例である。また手術に関する対照例はー側肺上葉切除術を施行した軽症肺結核患者 10 例で，いずれも
内分泌，自律神経系に機能異常を認めずまた合併症をともなわない症例である。副腎皮質反応予備能の検
査には渡辺等のACTH-Z テストを用い，尿中総 17-0HCS 排出量の測定には Porter-Silber， Reddy-Smith 
法熊谷変法を用いた。 ACTH-Z テストで ACTH-Z 負荷前の値を l 基礎排油量」とし， ACTH-Z 負荷後
3 日聞の尿中総 17-0HCS 排出量の基礎排出量よりの増加分の和を「負荷反応量」と規定し ACTH-Z テ
ストとおける副腎皮質反応を数量的に表現した巴手術に対する脳下垂体副腎皮質系反応を知るため，術前
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健康人 25 例の基礎排出量は 7.9士 2.5mgj 日，負荷反応量は 7.6/"'J42.0 仰であった。著者は負荷反応量





反応では，対照例すなはち肺上葉切除症例では 10 例中 8 例が術後 1 日円に 17-0HCS の最大排出量を示
し術後 5 日日で基礎排油量に復した。また手術反応量は 42.5土 22.5mg であった。合併症のなかった脳腫
癌手術例 39 例についてみると 170HCS 排油量は常温下挿管麻酔例では術後 1 日日に最大となるものが
多く，人工冬眠群では術後 3 日目が多かった。また手術反応量は常温下挿管麻酔群では 118.9土 76.4 mg , 
人工冬眠群では 57 .4士 35.2 mg であったの副腎皮質反応指数をみると対照例では1. 9土 0.6，脳腫扇症例で
は，常温下挿管麻酔例が 5.1 土 3. 1.人工冬眠例が 2.6土 2.2 で後者は前者よりも小さいっ
術中ショック，術後重症合併症の見られた症例では副腎皮質反応指数は大きかったっ
〔総括〕

















予備能の判定法の・っとして著者は新たに「負荷反応量」を考案し， 25 例の健康正常人の ACTH-Z テス
トの成績より負街反応量の正常範聞は 8.0~42.011lfj であることを知ったの








することにより，これら 2 つの量の比を l 副腎皮質反応指数」と名づけこれを用いて，手術に対する脳下
垂体腎副皮質系の反応の大小を比較した。
人工冬眠下脳腫鹿手術例と，常温下手術例を面u腎皮質反応指数をもって比較することにより，小脳橋角
部手術例を除くならば，人工冬眠下手術例の副腎皮質反応指数は，常温ド手術例のそれよりも小さいこと
が認められたの
以ヒ木論文は従来余り探求されていなかった脳腫癌患者の下重体副腎皮質機能を内分泌学的立場から追
求し，これを数量的に処閉する万法を考案して，忠者の術前状態を分析し，かっ手術侵襲の影響を検討し
たもので， IJ凶~癌患者管理の而で稗益する所がはなはだ多いと認められるの
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